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sphere-culture を 行 っ た （ sphere-culture 法 ）。 Sphere-culture cell に 対 し て
limiting-dilution 法と single cell sorting 法を行いクローンを樹立し、それら複数のクロ
ーンに対して解析を行った。qRT-PCR 法、ALDEFLUOR assay、抗がん剤耐性試験、cell 





多く作る Sphere clone(S clone)と、細胞集塊は形成せずに白血病細胞のように独立して均
一で早い増殖形態を示す Leukemia Like clone(LL clone)の二種類に分類した。樹立した
複数のクローンの解析により、LL clone は、①高い細胞増殖能、②高い ALDHhigh cell 比
率、③高い腫瘍形成能、④高い抗癌剤感受性、を示す一方、S clone は、①低い細胞増殖



































（平成 29 年 3 月 31 日授与） 
報告番号 甲第 2964 号 氏  名 田渕 雄大 
 
論文審査 
担 当 者 
主査 齋藤 豪 教授 副査 鳥越 俊彦 教授 
副査 一宮 慎吾 教授 委員 澤田 典均 教授 
 
論文題名 
Clonal analysis revealed functional heterogeneity in cancer stem cell 
phenotypes in uterine endometrioid adenocarcinoma  
（子宮体癌由来のクローン株解析は癌幹細胞の機能的多様性を明らかにした）
結果の要旨 
癌の研究において、細胞株を用いた解析は多く報告されているが、本研究においては、子
宮体癌の腫瘍組織からクローンの樹立を成功させ、詳細な解析を行った。このことは、よ
り臨床に則した解析結果になっていると考えられる。樹立されたクローンの解析により、
高い腫瘍形成能を持つクローンと、抗がん剤耐性を持つクローンの存在を示した。 
つまり、悪性腫瘍としての機能が複数のクローン或いは複数の癌幹細胞によって分担され
ている可能性を示した。これまで、一つのがん幹細胞で悪性腫瘍の性質の全てを説明しよ
うとする研究が多い中、本研究ではがんの heterogeneity に注目し、がん幹細胞の
heterogeneity をも示唆するような結果を導いた研究であり、学位授与に値する研究である
と認めた。 
 
 
 
 
 
 
